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この広報誌が「皆様と当院の輪（和）を描くものとなり、また

皆様にとって有用な情報を提供することで、「今後の道しる

べ」となれるよう思いを込めて「コンパス」と名付けました。
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患者さんに寄り添う栄養管理を目指して

　栄養管理室では、当院における様々な診療に対し、より多くの

治療効果が得られるよう、患者さんお一人お一人の栄養管理に

努めています。日々患者さんに寄り添って栄養を考え、その方に

とっての最適な栄養と食事を提供することを目指しています。

　私たち管理栄養士は、医師や他の医療従事者と共同で入院患

者さんの栄養管理に携わり、また、ＮＳＴ（栄養サポートチーム）

や緩和ケアチームなど様 な々多職種連携チームの一員として、栄

養状態の維持・改善に取り組んでいます。退院時には切れ目のな

い栄養管理ができるよう転院先に情報を提供しています。

　近年では糖尿病や腎臓病、がん、低栄養などの外来栄養食事

指導に力を入れており、地域医療連携の患者さんには、当院の受

診日に合わせて栄養指導を行っています。

　当室は管理栄養士の他に調理師や事務員、給食委託スタッフ

を含め１００名余りの職員が日々情報共有し、安全安心で喜ばれ

る治療食の提供が行えるよう努力しています。

　これからも医療の進歩や社会の変化、それらに伴う患者さん

の声に対応できるようさらに研鑽していきたいと考えています。

　今後とも、当院の食事内容などに忌憚のないご意見をいただ

ければ幸いです。

栄養管理室長

小寺　由美（こでら　ゆみ）

■専門分野　

　管理栄養士

　NST 専門療法士

県民に信頼され、心あたたまる病院をめざします

ドクターにききましたっ！

県立病院チーム医療

教えて看護師さん

10月  6日（日）　休日乳がん検診　対象／市町発行の受診券やクーポンをお持ちの方

10月  8日（火）　福井県立病院落語会　対象／一般県民　入場無料　於／当院３階講堂

10月13日（日）　市民公開講座　県立図書館で学ぶ最新の肺がん治療　対象／一般県民　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 於／県立図書館

10月17日（木）　認定看護師研修会（救急看護）　対象／看護師等

10月31日（木）　歯科講演会　対象／地域医療連携医

10月のボランティアコンサート開催日　対象／一般県民　於／当院１階エントランスホール

　1日（月）　3日（木）　11日（金）　15日（火）　17日（木）　25日（金）　31日（木）　

11月17日（日）　休日乳がん検診　対象／市町発行の受診券やクーポンをお持ちの方

11月21日（木）　認定看護師研修会（認知症看護）　対象／看護師等

11月28日（木）　地域医療連携医講演会・交流会　対象／地域医療連携医

11月のボランティアコンサート開催日　対象／一般県民　於／当院１階エントランスホール

　8日（金）　12日（火）　13日（水）　21日（木）　22日（金）　28日（木）

12月18日（水）　認定看護師研修会（精神科看護）　対象／看護師等

12月のボランティアコンサート開催日　対象／一般県民　於／当院１階エントランスホール

　5日（木）　6日（金）　13日（金）　19日（木）　23日（月）　27日（金）

2019.10
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総合病院こころの医療センター

再編・高機能化とコミュニティ精神医療への展開
―「抱える」病院完結型医療から「つなぐ」地域包括的医療へ―
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現
代
の
複
雑
な
ス
ト
レ
ス
・
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
精

神
疾
患
の
病
態
は
多
様
化
し
拡
が
り
、
が
ん
な
ど
と
並
ぶ
５

大
疾
病
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
救
急
患
者
の
10
％

程
度
は
自
殺
企
図
や
う
つ
病
・
認
知
症
な
ど
精
神
科
関
連
と

い
わ
れ
、
身
体
と
精
神
の
両
方
の
傷
病
を
併
せ
持
つ
緊
急
・

重
症
な
患
者
も
多
く
、
そ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
精
神
医
療
変
革
の
潮
流
を
見
据
え
て
、
２
０
１
８

年
1
月
に
組
織
再
編
し
（
図
１
）
、
全
国
10
番
目
中
部
地

方
初
の
精
神
科
救
急
合
併
症
病
棟
を
新
設
し
ま
し
た
。
既

存
の
精
神
科
救
急
病
棟
と
合
わ
せ
た
２
つ
の
高
機
能
病

棟
は
全
国
2
番
目
と
い
う
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
す
。 

　

稀
少
な
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
併
設
の
総
合
病
院
精
神
科
の

特
性
や
強
み
を
活
か
し
て
、
心
身
両
面
か
ら
の
高
度
急
性
期

医
療
を
重
点
的
に
担
っ
て
い
ま
す
。
90
日
以
内
の
早
期
退
院
・

地
域
移
行
を
原
則
と
す
る
こ
れ
ら
両
病
棟
を
支
え
る
、
重
度

難
治
性
病
棟
や
地
域
包
括
支
援
病
棟
（
治
療
抵
抗
性
う
つ
病

や
統
合
失
調
症
な
ど
を
対
象
に
院
内
身
体
科
と
の
連
携
で
ク

ロ
ザ
ビ
ン
や
修
正
型
電
気
痙
攣
療
法
を
推
進
）
、
お
よ
び
退

院
後
ま
だ
不
安
定
な
患
者
を
地
域
で
支
え
る
訪
問
支
援
体
制

（
訪
問
看
護
師
の
専
従
8
名
体
制
な
ど
）
や
デ
イ
ケ
ア
を
強

化
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
導
入
に
は
ク
ラ
イ
シ
ス
プ
ラ
ン
や
多
職
種
間
情

報
共
有
シ
ー
ト
（
図
２
）
を
駆
使
し
て
、
急
性
期
入
院
治
療

か
ら
退
院
後
の
地
域
生
活
へ
と
切
れ
目
の
な
い
個
別
的
な
支

援
体
制
で
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

特
集

総
合
病
院
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

再
編
・
高
機
能
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
精
神
医
療
へ
の
展
開

―
「
抱
え
る
」
病
院
完
結
型
医
療
か
ら
「
つ
な
ぐ
」
地
域
包
括
的
医
療
へ
―

福井県立病院こころの医療センターでは、稀少な救命救急センター併設の

有床総合病院精神科として、心身両面から切れ目のない高度急性期医療を展開

総合病院精神科は、脳・こころと身体をつなぐコミュニティ医療の連携拠点

福井県こども療育センター・東特別支援学校・教育センター

福井県立病院

中央医療センター　　　657床

こころの医療センター　198床

こころの医療センター棟 中央医療センター棟

西４：地域医療研修センター

西３：重度・難治性治療病棟

西２：訪問支援、リハビリ　

西１：デイケア・作業医療科

東４： 精神科救急合併症病棟

東３： 精神科救急病棟

東２： 地域包括支援病棟

救命救急センター

ＩＣＵ

救命救急センター

ＩＣＵ
（自殺企図者年間約300例）（自殺企図者年間約300例）

図1

東4精神科救急合併症病棟入退院カンファレンス



   3

こころの医療センター長

村田　哲人（むらた　てつひと）

■専門分野

　精神科一般／気分障害／精神薬理／

　老年精神医学

■所属学会

　精神保健指定医（厚生労働省）

　精神保健判定医（医療観察法）

　日本精神神経学会専門医・指導医

　日本総合病院精神医学会専門医・指導医

　日本老年精神医学会専門医・指導医

■ひとこと

　 県立病院の敷地内には、かつて丘陵地（平

岡山）であった痕跡が散見されます。幼少

の頃、この近隣で生まれ育った私にとって、

その小高い山の緩やかな起伏がそり滑りや

鬼ごっこの格好の遊び場でした。半世紀近

い時空を超えて、この場所で働くことにな

るとは夢にも思いませんでした。地元で生

産されたものを地元で消費する “ 地産地消 ”

が健康に一番良いと最近よく聞きますが、

その言葉にあやかって、この福井の地に根

ざしたコミュニティ精神医療のさらなる推

進に向けて尽力して参ります。

　

再
編
か
ら
1
年
間
の
2
つ
の
高
機
能
病
棟
へ
の
新
入
院

患
者
数
は
、
東
3
救
急
病
棟
：
２
６
９
人
、
東
4
救
急
合

併
症
病
棟
：
２
１
８
人
の
計
４
８
７
人
と
、
再
編
前
に
比

べ
て
約
10
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

入
院
経
路
で
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
入
院
（
東

3
：
31
％

；

東
4
：
27
％
）
、
精
神
科
病
院
・
診
療
所
か

ら
転
入
（
東
3
：
16
％＜

東
4
：
31
％
）
、
一
般
病
院
・

診
療
所
か
ら
転
入
（
東
3
：
18
％

；

東
4
：
14
％
）
、
院
内

他
科
か
ら
転
科
（
東
3
：
5
％＜

東
4
：
19
％
）
が
上
位
を

占
め
、
救
急
や
心
身
両
面
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

地
域
連
携
拠
点
と
し
て
の
役
割
・
機
能
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
院
経
路
で
は
、
自
宅
退
院
（
東
3
：
86
％

＜

東
4
：
58
％
）
、

施
設
退
院
や
他
病
院
転
院
（
東
3
：
12
％＜

東
4
：
35
％
）
、

院
内
他
科
へ
転
科
（
東
3
：
3
％

；

東
4
：
4
％
）
の
順

で
し
た
。
東
4
へ
の
新
入
院
患
者
２
１
８
名
中
１
０
８
名

（
50
％
）
が
広
汎
な
領
域
に
及
ぶ
重
症
な
身
体
合
併
症
患
者

で
あ
り
（
図
３
下
部
に
示
し
た
主
要
３
つ
の
入
院
ル
ー
ト
を

介
し
て
、
手
術
を
要
す
る
病
態
や
骨
折
：
38
人
、
薬
物
中
毒
・

意
識
障
害
：
22
人
、
呼
吸
器
疾
患
：
12
人
の
順
で
）、
そ
の

精
神
疾
患
別
分
類
は
統
合
失
調
症
圏
（
31
％
）、
気
分
障
害
圏

（
29
％
）、
器
質
性
・
認
知
症
（
20
％
）
の
順
で
し
た
（
図
３
）。

　

こ
れ
ら
ま
さ
に
心
身
両
面
か
ら
の
高
度
急
性
期
医
療
を
円

滑
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
で
実
践
す
る
に
は
、
急
性
期

の
治
療
は
当
院
で
行
い
、
急
性
期
を
過
ぎ
た
治
療
は
地
域
で

担
っ
て
頂
く
機
能
分
化
・
医
療
連
携
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
入
院
治
療
の
全
般
的
な
基
準
を
設
け
、

手
術
や
緊
急
措
置
な
ど
を
要
す
る
身
体
合
併
症
や
ハ
ー
ド
救

急
な
ど
よ
り
重
症
な
緊
急
性
の
高
い
事
例
を
優
先
的
に
入
院

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
稀
少
な
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
併
設
の

総
合
病
院
精
神
科
の
特
性
を
活
か
し
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
医
療

の
連
携
拠
点
と
し
て
脳
・
こ
こ
ろ
と
身
体
を
つ
な
ぐ
）
、
さ

ら
な
る
多
職
種
協
働
で
の
精
神
科
急
性
期
チ
ー
ム
医
療
の
強

化
・
推
進
に
向
け
て
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
紹
介
と
緊
密
な

連
携
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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シリーズ 

眼科主任医長

宮下　洋亮（みやした　ひろあき）

■専門分野

　眼科一般／網膜硝子体疾患

■所属学会・資格

　日本眼科学会専門医

■ひとこと

　 目の手術は局所麻酔のことが多く、痛く

ないように優しい手術を心がけています。

　 休日はバイクでぶらりと出かけて気分転

換をしています。最近は林道めぐりには

まっています。

先
進
医
療
（
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
水
晶
体
再
建
術
）

実
施
施
設
に
認
定　
　
　
　
　

　

白
内
障
と
は
目
の
中
の
水
晶
体
（
レ
ン
ズ
）

が
白
く
濁
り
、
少
し
ず
つ
見
え
に
く
く
な
る
病

気
で
す
。
手
術
に
よ
っ
て
濁
っ
た
水
晶
体
を
取

り
出
し
、
か
わ
り
に
人
工
の
水
晶
体
（
眼
内
レ

ン
ズ
）
を
移
植
す
る
こ
と
で
視
力
の
回
復
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

眼
内
レ
ン
ズ
に
は
、
単
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
と

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
の
2

種
類
が
あ
り
ま
す
。

通
常
の
白
内
障
手
術
で
移
植
さ
れ
る
単
焦
点
眼

内
レ
ン
ズ
は
、
ピ
ン
ト
の
合
う
位
置
が
遠
く
か

近
く
の
ど
ち
ら
か
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
術
後

に
は
見
る
も
の
の
距
離
に
合
わ
せ
た
眼
鏡
が
必

要
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ

は
、
近
く
と
遠
く
の
両
方
に
ピ
ン
ト
が
合
う
た

め
、
眼
鏡
の
使
用
頻
度
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
網
膜
や
視
神

経
な
ど
に
他
疾
患
が
合
併
し
て
い
る
方
に
は
、

使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

読
響
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
福
井
を
開
催

　

が
ん
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
向
上

の
一
環
と
し
て
弦
楽
四
重
奏
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
「
読
響
ハ
ー
ト
フ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
福
井
」
が
、
当
院
１
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
9

月

13

日
に
開
催
さ
れ
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
な
ど
約
１
５
０
人
の
方
々
が
美

し
い
音
色
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
が
ん
患
者
さ

ん
や
そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
「
正
力
厚
生
会
」
と
「
公
益
財
団
法
人
読
売
日
本
交
響
楽
団
」

の
共
同
で
、
全
国
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
な
ど
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

～
受
け
る
怖
さ
よ
り
、
受
け
な
い
怖
さ
～

　
　
　
日
曜
日
に
当
院
で
乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す

　

40

歳
以
上
の
女
性
の
方
で
、
お
住
い
の
市
町
発
行
の
受
診
券
や

ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す
。

　

検
診
内
容
は
、
女
性
放
射
線
技
師
に
よ
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
、

乳
腺
専
門
医
に
よ
る
乳
房
視
触
診
で
す
。
費
用
は
、
お
住
い
の
市
町

や
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
、
無
料
～
１
，
０
０
０
円
ま
で
で
す
。

　

人
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
予
約
は
お
早
め
に
。

　
　

10
月
6
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
11
時

　
　

11
月
17
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～
11
時

NEWS

最
新
情
報

　

多
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
は
、
現
在
保
険
診
療
が

行
え
ま
せ
ん
が
、
今
回
当
院
は
先
進
医
療
の
実

施
施
設
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
手
術
前
後
の
診
療
や
検
査
な
ど
が
保
険
適

応
と
な
り
患
者
さ
ん
の
医
療
費
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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母子医療センター長

野坂 和彦（のさか　かずひこ）

■専門分野

　消化器疾患／心身症

■所属学会

　日本小児科学会専門医

　日本感染症学会

■ひとこと

　 私は自治医大卒業で、いわゆる

医療過疎地などでの勤務経験が

あります。２０代のころでかな

り昔のことになります。そのこ

とも踏まえて医療の質や疾病構

造の変化は非常に大きいことが

実感されます。

　 趣味は読書と野菜作りといった

ところで極めて無趣味です。野

菜作りで戸惑うのは土いじりを

することによる手の汚れです。土

壌の中には有害、無害を問わず、

多くの微生物が生息しており、手

洗いなどに十分気を配っている

つもりですが、常に気になりま

す。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
感
染
対
策
チ
ー
ム
）
と
は
イ
ン
フ
ェ

ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
（In

fe
c
tio

n
 

C
o
n
tr

o
l 

T
e
a
m

）
の
略
称
で
、
院
内
で
起
こ

る
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
か
ら
患
者
・
家
族
、
職

員
の
安
全
を
守
る
た
め
に
活
動
を
行
う
組
織
で

す
。
福
井
県
立
病
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
平
成
14

年
４

月
に
院
内
感
染
予
防
対
策
委
員
会
の
下
部
組
織

と
し
て
結
成
さ
れ
、
医
師
７
名
、
看
護
師
12

名
、

検
査
技
師
３
名
、
薬
剤
師
３
名
、
事
務
１
名
の

26

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
医
療
関
連
感
染
症
対
策
で

す
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
ブ
ド
ウ
球
菌
）

を
は
じ
め
Ｅ
Ｓ
Ｂ
Ｌ
産
生
菌
、
ク
ロ
ス
ト
リ
ヂ
オ

イ
デ
ス
、
デ
ィ
フ
ィ
シ
ル
、
疥
癬
な
ど
の
院
内
感

染
対
策
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
病
棟
ラ
ウ

ン
ド
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
国
内
、
県
内
の
流
行
状
況

を
把
握
し
て
、
院
内
で
の
発
生
状
況
を
モ
ニ
タ
ー

し
、
院
内
で
の
感
染
制
御
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
最
近
話
題
に
な
る
こ
と
の
多
い
風
疹
を
は
じ
め

麻
疹
、
水
痘
、
ム
ン
プ
ス
の
病
院
職
員
の
抗
体
の

保
有
状
況
を
調
べ
、
予
防
接
種
の
勧
告
を
行
い
ま

Ｉ
Ｃ
Ｔ
感
染
対
策
チ
ー
ム
の
活
動

す
。

　

そ
の
ほ
か
の
活
動

と
し
て
全
職
員
対
象

の
院
内
研
修
、
他
の

医
療
機
関
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

と
の
様
々
な
情
報
交
換
や
連
絡
の
た
め
の
会
議
、

院
内
の
感
染
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
日
本
国
内
お
よ
び
全
世
界
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
感
染
に
関
連
し
た
課
題
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
院
内
感
染
が
発
生
す
る
場
面
に
注
目
し
、

手
術
部
位
感
染
、
カ
テ
ー
テ
ル
関
連
血
流
感
染
症
、

人
工
呼
吸
器
関
連
イ
ベ
ン
ト
、
カ
テ
ー
テ
ル
関
連

尿
路
感
染
症
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
院
内
感
染
を
起
こ
す
細
菌
に

関
し
て
現
在
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

薬
剤
耐
性
Ａ
Ｍ
Ｒ
（A

n
tim

ic
r
o
b
ia
l. R

e
s
is
ta

n
c
e

）

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
院
内
で
検
出

さ
れ
る
細
菌
の
薬
剤
感
受
性
の
把
握
や
抗
菌
薬
の

使
用
状
況
調
査
を
行
い
、
抗
菌
薬
の
適
正
な
使
用

が
重
要
で
す
。

　

〔
お
申
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

当
院　

健
康
診
断
セ
ン
タ
ー

　
　

☎ 

０
７
７
６
ー

５
７
ー

２
９
２
０　

平
日
9
時
～
17
時

が
ん
征
圧
月
間
啓
発
行
事
を
開
催
　
　

　

毎
年
９
月
１
日
か
ら
の
１
か
月
間

は
「
が
ん
の
正
し
い
予
防
知
識
や
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
重
要
性
」
な

ど
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
る
が
ん
征
圧
月
間
で

す
。
当
院
で
も
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
お
い
て
健
康
診
断
セ
ン

タ
ー
長
の
ミ
ニ
講
座
「
が
ん
は
2

人

に
1

人
、
早
く
見
つ
け
て
早
く
治
そ

う
」
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
10

月
13

日
（
日
）
に
は
、
当
院
陽
子
線
が
ん
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
市
民
公
開
講
座
「
県
立
図
書
館
で
学
ぶ
最
新
の
肺
が
ん
治

療
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミニ講座

ICT カンファレンス
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医療法人 清風会 吉田医院

高沢内科医院

　

開
院
か
ら
40

余
年
、
一
般
内
科
や
循
環
器
、
糖
尿
病

専
門
医
の
い
る
病
院
と
し
て
地
域
の
方
々
と
と
も
に
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
現
代
の
国
民
病
で
あ
る
糖
尿
病

は
、
生
活
様
式
が
多
様
化
し
て
い
る
昨
今
、
治
療
法
も

個
々
に
合
わ
せ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
医
師
３
名
、
看
護
師
９
名
（
非
常
勤
含
）
、

ヘ
ル
パ
ー
４
名
、
管
理
栄
養
士
２
名
が
チ
ー
ム
と
な
り
、

各
種
検
査
と
併
せ
て
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
治

療
法
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
専
属

の
栄
養
士
に
よ
る
食
事
指
導
か
ら
専
門
資
格
を
有
す
る

看
護
師
に
よ
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
、
療
養
入
院
、
訪
問
診
療

ま
で
対
応
可
能
で
す
。

　

循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病
は
何
気
な
い
症
状
が
命
を
脅

か
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
長
い
人
生
、
健
康
で
楽
し
く

生
き
て
い
た
だ
く
た
め
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
治
療
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
些
細
な
こ
と

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
一
般
診
療
、
乳
児
検
診
（
小
児

科
専
門
医
）
、
胃
・
大
腸
内
視
鏡
健
診
（
日
本

消
化
器
科
内
視
鏡
専
門
医
）
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
外
科
専
門
医
、
整
形
外
科
専
門
医
、

理
学
療
法
士
）
、
個
人
健
診
、
企
業
健
診
、
認

知
症
健
診
（
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
）
等
に
医
療

法
人
清
風
会
の
基
本
方
針
「
目
配
り
・
気
配
り
・

心
配
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
の
下
、
豊
富
な
経
験
と

親
切
な
対
応
で
、
医
療
介
護
診
療
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　

又
、
24

時
間
対
応
の
福
井
県
立
病
院
を
始
め
、

各
基
幹
病
院
と
も
密
に
連
携
を
と
り
共
同
診
療

行
い
、
医
療
介
護
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
ま
す
様
、
「
治
す
」
か
ら
「
支
え

る
」
医
療
、
介
護
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
、
介
護
の
事
で
気
に
な
る
事
、
不
安
な

事
が
あ
る
方
は
是
非
ご
来
院
下
さ
い
。

住所 ： 福井市春日町236-1

TEL ： ０７７６ （３５） ０１００

診療科 ： 内科、循環器内科、糖尿病内科

診療時間 ： 8：30～13：00／14：00～18：00

　　　　　土 8：30～13：00

休診日 ： 日曜、祝日

URL： http://www.takazawa-medical.jp/about/

住所 ： 福井市順化1-8-1
TEL ： ０７７６ （２２） １２３３ （代）　
診療科 ： 消化器外科、小児科、内科、
　　　　 整形外科、リハビリテーション科
診療時間 ： 8：30～12：30／14：00～18：00
休診日 ： 日曜、祝日

（医）吉田医院居宅支援センター
　TEL ： ０７７６ （２２）１３３７

サービス付高齢者住宅 清風の杜
　TEL ： ０７７６ （２２）１３３５

「
治
す
」
か
ら
「
支
え
る
」
医
療
、
介
護
を
目
指
し
て

健
康
寿
命
を
延
ば
す
お
手
伝
い
を

吉
よ し だ

田　清
せ い じ

二  先生

高
た か さ わ

澤  洋
よ う す け

介  先生院　長

院　長

6

まゆみ  先生副院長
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みわ歯科クリニック

　

当
院
は
県
立
病
院
北
の
ハ
ー
ツ
志
比
口
店
内
に
て
開

院
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
暮
ら
し
に
寄
り
そ
え
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
目
指
し
、
治
療
は
も
ち
ろ
ん
歯
の
お
手
入
れ

や
予
防
ま
で
、
お
口
に
関
す
る
ご
相
談
を
幅
広
く
お
受

け
し
て
お
り
ま
す
。

　

歯
の
ト
ラ
ブ
ル
は
う
ま
く
食
べ
ら
れ
な
い
、
発
音
が

悪
く
な
る
、
表
情
が
乏
し
く
な
る
な
ど
、
生
活
の
質
に

影
響
し
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
歯
周
病
と
全
身
の
病
気

の
関
わ
り
や
、
口
の
機
能
低
下
に
よ
る
低
栄
養
・
認
知

症
の
危
険
性
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
も
歯
と
口
の
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

　

専
門
性
の
高
い
検
査
や
治
療
、
全
身
状
態
の
管
理
が

必
要
な
と
き
は
速
や
か
に
連
携
を
取
り
、
安
心
・
安
全

な
治
療
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
、
元
気

に
過
ご
す
。
口
元
か
ら
そ
の
お
手
伝
い
を
し
、
笑
顔
で
毎

日
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住所 ： 福井市志比口2-11-13 ハーツ志比口2F

TEL ： ０７７６ （５３） ３８４５

診療科 ： 一般歯科、小児歯科、予防歯科、矯正、

　　　　審美歯科、歯科口腔外科、訪問診療

診療時間 ： 9：00～13：00／14：00～18：00

　　　　　土 9：00～13：00／14：00～17：00

休診日 ： 日曜、祝日、水曜 （訪問診療日※）

　　　　 ※ 祝日のある週の水曜日は外来診療を実施

URL： www.miwa-dental.info

笑
顔
の
多
い
人
生
を
、
口
元
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

高
た か い

井　三
み わ

和 先生院　長

  7

講演会・交流会のご案内講演会・交流会のご案内

地域医療

連携医交流会

※詳細は後日改めてご連絡させていただきます。

日時　11月 28 日（木）18:30 ～ 21:00

場所　ホテルフジタ福井 ３階 天山の間

内容　講演会　18:30 ～ 19:20　

　　  交流会　19:30 ～ 21:00

歯科講演会

日時　10 月 31日（木）19:00 ～ 20:00　　　

場所　県立病院 ３階講堂

演題　病院歯科口腔外科の日常から 2019

　　　― 口腔腫瘍の診断・治療の要点　舌癌を中心に ―　　　

地域医療・

看護・介護

連携交流会

日時   10 月 23 日（水）18:00 ～ 19:00　　

場所　県立病院 ３階講堂

演題　病気の進行により膀胱直腸障害、両下肢運動

 知覚障害を併発した状態で、嶺南での在宅療

 養を維持するための退院支援

皆様のご参加を心よりお待ちしております。 



福井県立病院 情報発信力強化委員会
〒910-8526　福井市四ツ井2丁目8-1　TEL (0776)54-5151（代）　FAX(0776)57-2945

■地域医療連携推進室

　TEL (0776)57-2900　

　FAX (0776)57-2901

■救命救急センター

　TEL (0776)57-2990　FAX(0776)57-2991
HP http://fph.pref.fukui.lg.jp/

スマートフォンからは

こちら→

教えて
看護師さん

vol.6

電話対応 月～金／8：30～18：00　土（紹介予約受付）／8：30～12：30
祝日および年末年始（12/29～1/3）を除く

健康長寿の福井

「
心
肺
蘇
生
法
」
ち
ょ
こ
っ
と
解
説
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救命救急センター 副看護師長

救急看護認定看護師 

前川 真由美
まえかわ まゆみ

誰
で
も
で
き
る
救
命
処
置

　

救
命
処
置
で
必
要
な
こ
と
が
、
３
つ

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
①
１
１
９
番
通
報 

②
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
③
電

気
シ
ョ
ッ
ク
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
で
す
。

②
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

　

倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
反
応

が
な
く
正
常
な
呼
吸
が
な
い
場
合
に
は
、

た
だ
ち
に
「
強
く
、
速
く
、
絶
え
間
な
く
」

胸
骨
圧
迫
を
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

③
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」

の
こ
と
で
、
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
ど
れ
も
音
声
や
表
示
に
従
え
ば
、
ど

な
た
で
も
簡
単
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
突
然
心
停
止
を
起
こ
し
て
倒
れ
た

人
に
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か
ど
う
か

を
判
定
し
、
直
ち
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
こ
と
で
、
倒
れ
た
人
の
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
医
療
機
器
で
す
。
現
在
日
本

で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
普
及
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
命
を
救
え
る
可
能
性
の
あ
る

人
た
ち
の
約
３
％
に
し
か
実
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
や
電

気
シ
ョ
ッ
ク
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
実
際
に
体
験

し
て
み
た
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
会
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
習
会
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

①
１
１
９
番
通
報

　

ま
ず
、
大
き
な
声
で
応
援
を
呼
び
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
要
請
し
ま
す
。
１
１
９
番
通
報
時

に
は
、
①
救
急
か
消
防
か
②
場
所
③
年
齢
・

性
別
④
何
が
あ
っ
た
の
か
を
伝
え
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
の
診
察
券
や

お
く
す
り
手
帳
の
準
備
を
し
て
お
く
と
役

立
ち
ま
す
。

　

心
臓
病
に
よ
る
死
亡
原
因
の
多
く
は
、
病
院
の
外
で
の
「
心
臓
突
然
死
」
で
す
。
日
本

で
は
、
毎
年
6
万
人
を
超
え
る
人
が
「
心
臓
突
然
死
」
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
心

臓
突
然
死
」
は
、
誰
で
も
で
き
る
救
命
処
置
に
よ
っ
て
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

胸骨圧迫を行うポイント

押す場所 胸の真ん中（胸骨の下半分）   図 1

「強く」
胸が５cm 以上 6cm 未満沈むまで

押すこと

「速く」
1 分間あたり 100 ～ 120 回のテンポ

アンパンマンのマーチ♪など

「絶え間なく」 中断せずにしっかり続けること

図１
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